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は じめに
日本列 島の歴史の中で縄文時代は約1万 年 間 とい う,弥 生時代以降に比べ る と非
常に長い時 間幅があ り,本 稿で と りあげる縄文時代の石器(普 通,縄 文時代 の発掘
調査報告書で は玉(ぎ ょく)製 品は石器や石製 品に分類 され るこ とが多い)は,非
常にバ リエー シ ョンが多い。一つには対象 とす る時間幅が長いた めである。 また,
これ は石器 に限 らないが,縄 文時代 の地域文化が,旧 石器 時代 に比べ ると非常 に多
様 で,地 域的 な特色 が さまざまである。お そ らくこの両方 の原因 によって,他 の時
代 に比べて非常 に多様 なよ うに見える。 いずれ にせ よ,こ の多様な石器 の世界の 中
でみれ ば,玉 製 品 とい うものは,非 常に断片的 な資料 である。
1.縄 文文化研究における玉製品研究 の意義
しか し,そ うした資料的 な限界 も予想 され る一方で,私 は縄文時代 の文物のなか
で注 目すべ き資料 と考 えるか,な ぜ 玉製 品に焦点 をあてるのか を,簡 単に紹介 した
い。それは,一 つには,多 様な縄文 時代 の石器の 中で,玉 質の石製 品は非常に斉一
性 が高い こと。 もちろん地域的な特質 は存在す るのであるが,汎 日本列 島的な分布
を示 してい るが,地 域 的な特色を配慮 した として も同 じよ うな土俵 で扱いやす い こ
とがある。
このことは非常に重要 であると私 は考えてい る。縄文文化 あるいは段階 としての
縄文時代 とい うものは(た とえば博物館 の展示 な どでは),非 常に有効 な枠組み であ
る とは私 も考 えている。 しか し,西 田泰民氏が指摘 され るよ うにあま りの多様 さに
本 当に一つ の文 化 と して とらえてい て 良い のだ ろ うか とい う懸念 が あ る(西 田
2000)。 た しかに,列 島の縄文文化 を同 じ素材で論 じるこ とが難 しいのである。しか
し,今 回 と りあげる映状 耳飾 をは じめ とす る玉質石製 品(以 下玉製 品 と略す)は,
北海道か ら九州まで広 く分布 していて,お お よそ変遷 も対応す る。 あるいは,縄 文
文化 とい う枠組 みが どこまで有効 か とい う一つの試金石 になるか もしれない。
さらに,玉 製 品の うち今回 中心に とりあげる装身具(訣 状耳飾 な ど)は,日 本考
古学者に よるその命名 が示す よ うに,当 初 か ら大陸の文化 との関係 が強 く想定 され
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た もので あ る。
これ は,あ くまで 私 のイ メー ジで あ っ た か も しれ な い が,縄 文 文化 とい うと 日本
列 島 に孤 立 した独 自の 文化 とい う先 入観 が強 か った 私 に とっ て は意 外 で あ り,本 当
に大 陸 文 化 の影 響 は あ るの か,な い の か。 あ った と した ら どの程 度 な の か。 ま た,
縄 文 文 化 の位 置 づ けに も影 響 す るの か とい っ た こ とを解 明す べ く,玉 製 品 に 取 り組
ん で い る。
2.玉 製 品 とは
「玉 」(ぎ ょ く)と は どの よ うな もの で あ るか 。 少 し歴 史 ・人 文 系 のテ ー マ か ら
外れ るが,共 通 の土 台 を確 認 して お か な い と比 較 研 究 が難 しか っ た ので,な るべ く
定 義 的 な もの は は っ き りさせ てお きた い 。
す で に述 べ た よ うに 日本 の発 掘 調 査 報 告 書 の多 くで は,石 器 ・石 製 品 に分 類 され
る こ とが 多 い。 また,似 た よ うな分 類 に 「た ま 」 とい うも の も あ る。 「玉 」 とい う漢
字 の 「ギ ョク 」 は音 で,「 た ま 」 は 訓 で あ る とい っ て しま え ば,そ れ ま で で あ るが,
そ うす べ き で は ない と私 は 考 え る(川 崎2004)。
玉(ギ ョク)は そ もそ も 中国 の概 念 で あ る。 古 代 か ら現 代 にい た る ま で さま ざま
な定 義 が あ るが,要 す る に 「磨 く と光 る石 な い しは石 に類 す る もの」 で あ る。 一方
「た ま 」 は とい うと 「球 面 を もつ もの。 あ るい は丸 い も の」 の こ とで あ る。 現 代 日
本 語 で も,ギ ョク は材 質 に重 きを置 い た言 葉 で あ り,た ま は形 状 に重 き を置 い た 言
葉 と して使 わ れ て い る。 私 は材 質 の 問題 も重視 して い る ので,こ こで はお も に材 質
が 「玉 」(ギ ョク)と され る製 品 を主 に扱 う。
しか し,実 際 に は それ ぞ れ 非 実用 品 で あ る とい う予 断 が含 まれ て い る こ とが多 い
の で,そ の 点 は 注意 す べ きで あ るが,本 来 的 には そ うした意 味 は含 め な い方 が考 古
学 的 に は よい と考 え る。
で は,実 際 に ど うい う材 質(物 質)が 玉(以 下 と くに 断 らない 限 り,ギ ョク と読
む こ と とす る)と 呼 ばれ て きた の か,ま た 呼ぶ べ きな の か。
玉 に 限 らず 石 器 石製 品 の物 質 と して の分 析 は,実 は 非 常 に難 しい 。 そ の原 因 はい
くつ か あ る が,一 つ に は貴 重 な文化 財 で あ った り,宝 物 で あ った り して,破 壊 分 析
が しに くい とい うこ とが あ る。 現在 非破 壊 で も定 性 的 な成 分 分 析 が 行 え るの で,私
も含 め て こ う した 理化 学 的 な非 破壊 の成 分 分 析 のデ ー タ を参 考 に しな が ら,素 材 を
推 定す る こ とに な るが,そ れ で も破 壊 分析 に よ る もの よ りは格 段 成 果 が 劣 る こ とは
否 め な い。
通 常 私 た ちが 石(い し)と 呼 ん で い る もの は,地 質 学 的 に い えば,岩 石 で あ る。
岩 石 とは鉱 物 の集 合 体(一 つ の鉱 物 か らな る岩 石 も あ る)で あ る。
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具 体 的 に い うと縄 文 時 代 の石 器 と して有 名 な 黒 曜石 は 二酸 化 珪 素(SiO2)の 集 合
体 で あ る。 二 酸化 珪 素 が鉱 物 と して存 在 す る場合 は,石 英 と呼 ば れ るが,黒 曜石 の
よ うに ガ ラス(ア モ ル フ ァス)で 存 在 す る場合 は,成 分 は 同 じで も石 英 とは 呼 ば な
い。 ま た岩 石 学 で は,鉱 物 は ○ ○石(セ キ)と 呼 び,岩 石 は ××岩(ガ ン)と 呼ぶ
よ うに な っ て い る。黒 曜石(obsidian)は,岩 石 学 的 に は黒 曜岩 が正 しい が,黒 曜 石
が あま りに も有名 な ので,歴 史 系 の博 物 館 な どで は 黒 曜石 とい う呼 称 で通 して い る。
中国 で 一般 に 玉 と され て い る も の は,ネ フ ライ ト(nephrite)で あ る。 日本 の岩 石
学 的 呼称 は透 閃石 ・透 緑 閃石 岩 で あ る。 た だ,実 際 に販 売 され て い た り,考 古資 料
と して 玉 と呼 ばれ て い た りす る も の は,透 閃石 ・透 緑 閃石岩 の 中 の緻密 で他 の鉱 物
が あま り含 まれ てい な い もの を と くに玉 とす る(1)。
極 め て大 雑 把 に い うと中 国 で 玉 とた だ 記 述 して あ る場 合 は ネ フ ライ トで あ るば
あい が 多 い。 しか し,実 際 に はネ フ ライ ト以外 の 「磨 けば 光 る」 材 質 の もの も玉 と
して扱 われ る こ とが あ る。狭 義 の玉 はネ フ ライ トで あ り,そ れ 以外 のお もに軟 質 で,
岩 石 ・鉱 物 で はな い もの は広 義 の 玉 と して お く(川 崎2007)(2)。 しか し,日 本 で は
以 下 の よ うな研 究 史 か ら玉 を二 つ(硬 玉 と軟 玉)に 分 け て い る。1917年,京 都 大 学
が 国府(こ う)遺 跡(現 大 阪 府 藤 井 寺 市)の 発 掘 調 査 を行 っ た時 に,玉 質 の石 製 耳
飾 が 出 土 した。 石 材 を調 査 した とこ ろ,ネ フ ライ トが含 まれ てい る こ とが分 か った
が,同 時 に こ の こ ろ 日本 に は ヒス イ(ヒ ス イ輝 石岩)製 品 が縄 文 時 代 の遺 跡 か ら出
土す る こ とが知 られ て い た。 ヒス イ(翡 翠)は 古 代 中国 の遺 跡 で は出 土 しな いが,
19世 紀 には ビル マ産 の ヒス イ が もた ら され て,ネ フ ライ トに比 べ て も遜 色 ない ほ ど
硬 く(硬 度 は ネ フ ライ トも ヒスイ 輝 石 岩 も6か ら7程 度,石 英 ・水 晶 と同 じ く らい),
緻 密 で あ る。 玉 と して の価 値 は,磨 く と光沢 を有 す る とい う点 が もっ とも重 要 な性
質 で あ ろ うが,そ れ と とも に硬 くて よ り緻 密 で あ る こ とが美 術 的価 値 を持 つ よ うで
あ る(藤 田1989,川 崎2002・2007)。
従 来 玉 と してネ フ ライ トと遜 色 が な く,す で に 中国 で も ヒスイ輝 石 岩 は玉 とされ
る こ とも あ っ て,ヒ ス イ輝 石 岩 と区別す る意 味 を含 め て,ヒ スイ輝 石 岩 よ りは軟 ら
か いネ フ ライ トを軟 玉,ヒ ス イ輝 石岩 は硬 玉 と呼 ぶ よ うに な った もの と思 わ れ る。
現 在,硬 玉,軟 玉 とい う呼 称 をや め よ うとい う研 究者 もい るが,ヒ スイ ー硬 玉 と
い う概 念 は か な り定着 してい る。 一 方 軟 玉 の方 は,軟 らか い玉 と呼 ん で,ヒ ス イ以
外 の,前 述 した よ うな た とえ ば蛇 紋 石 ・岩(硬 度2程 度)な どを軟 玉 の仲 間 な ど と
す るが,蛇 紋 岩 を広義 の 玉 にい れ るか ど うか は別 に して,こ れ を軟 玉 とす るの は好
ま し くない 。
私 は,玉 とい う概 念 が地 質 学 ・岩 石 学用 語 で はな く,光 沢 を もつ,美 しい 緻密 で
硬 い とい っ た文 化 的 な概 念 に基 づ い て い る用 語 で あ る こ とを踏 ま えて用 い れ ば よい
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と考 え る。 そ の 中で,ヒ スイ 輝 石岩(ジ ェ ー ダイ ト)を 硬 玉,透 閃石 ・透緑 閃石 岩
(ネ フ ライ ト)を 軟 玉 と定 義 して 呼 べ ば よい と考 え る(3)。
3.玉 製 品の 出 現 ま で
日本列 島 では 軟 玉 と呼べ る ほ どの緻 密性 や美 しい もの で は な い が,透(緑)閃 石
岩 製 の石 器 ・斧 形 石 器 は 旧石器 時 代 か らあ る(長 野 県信 濃 町 日向林B遺 跡:谷2000)
(図1)。AT(姶 良丹 沢 火 山灰)降 下 以 前 とい う層 か ら出土 して い る ので,約30,000
図1斧 形石器な ど(日 向林B遺 跡)
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年 前 あた りま で さか の ぼ る こ とに な る。 しか し,斧 形 石 器(部 分 磨 製 石 斧)自 体 が
そ の 後 普遍 的 に存 在 す るわ け で は な い。 縄 文 時代 早 期(約9 ,000年 前)に 小 型 の部
分 磨 製石 斧 が 出現 す るが,こ れ との 直 接 的 な 関係 は よ くわ か っ て いな い。 しか し,
この 小型 の部 分 磨 製 石 斧 に も透(緑)閃 石岩 が使 わ れ て い る(長 野 県 大 町市 山 の神
遺跡:川 崎2003)。 こ うした 石斧 類 に透(緑)閃 石岩 は縄 文 時 代 前 期 以降 も使 わ れ
る(川 崎2004)の で,そ う した利 器 に使 われ る こ とは,直 接 的 系 譜 が つ なが るか ど
うか は別 に して 透(緑)閃 石岩 が磨 製 石 斧 の よ うな利 器 に 向い て い る こ とを示 して
い る。
た だ,旧 石 器 時 代 や 縄 文 時 代 早 期 の 磨 製 石 斧 は お も に 転 石 を利 用 して い て ,透
(緑)閃 石 以 外 の蛇 紋 岩 や他 の角 閃石 類 も多 く見 られ る。 冒頭 で述 べ た よ うに本 来
玉 製 品 とは 玉 で で きた 器 物 とい う意 味 で あ るが,こ う した 磨製 石 斧 類 に玉 に いれ て
もお か しくな い よ うな石材 も含 まれ て い るが,磨 製 石 斧 の 石材 は必 ず しも緻 密 で美
しくは な く,玉 概 念 に関係 す る よ うな 選 択 が働 い てい る とは 思 え ない 。今 の とこ ろ
透(緑)閃 石 製 磨 製 石 斧 を 玉製 品 で あ る とま で は言 えな い と考 えて い る。
ま た,旧 石 器 時 代 末 に 北海 道 の 湯 の 里遺 跡 や ピ リカ 遺跡 で細 石 器 に伴 う土 坑(墓
と推 測 され て い る)か らカ ン ラ ン石 製 の小 玉が 出土 して い る。 カ ン ラ ン石 は ペ リ ド
ッ トと呼 ばれ,大 き い もの は宝 石 と して扱 われ,硬 度 も7に 近 い の で ,玉 とい っ て
も よいだ ろ う。 中央 に穴 が あい て い る こ とか ら,装 身 具 の 可能 性 も高 い(図2)(土
肥1997)。 しか し,こ のカ ン ラン石 製 小 玉 は,北 海 道 以 南 で は 知 られ てい な い。 縄
文 時 代 に も類 例 を聞 か ない。 縄 文 時代 草創 期 や 早期 に遡 る可 能性 が あ る玉製 品 が ,
い くつ か 知 られ て い る(鳥 取 県 上福 万遺 跡:縄 文 時代 早 期 押 型文 土器 期)が ,い ず
図2カ ン ラ ン 石 製 小 玉(上:北 海 道 湯 の里 遺 跡,下:ピ リカ遺 跡)
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れ も単発 的な もので他に類例 がない ことか ら,は た して縄 文時代 の当該期の ものか
どうか も検討 しな くてはな らない。
ただ,日 本列 島に玉質の石材 が多 く,か つその加工技術(研 磨,穿 孔)が 古 くか
ら存在 していた ことは注 目すべき点 である。
では,丁 寧に磨 かれ光沢 をもち緻密 な玉製 品が,安 定 して登場す るのはいつか と
い うと,や は り確 実なのは縄文時代 早;期末(約7,000年 前)こ ろ とい うことになる。
縄文時代早期末がおそ らく玉製 品の出現期 と考えてよい のは,現 在類例が多い と
い うこともあるが,① 器種 として安 定 して存在 しているこ と。② い くつかの器 種が
あ り,そ れ らの組み合 わせ(セ ッ ト)の 存在が うかがえるこ と。 の2点 が主な根拠
であ る。
訣状耳飾 を中心 とした玉製 品がセ ッ トで出現 した ことを筆者は重視す るが,実 は
玉質の装身具 はさま ざまな器種 があるが,研 究史上映状耳飾が とくに重視 されて論
じられて きたので,ま ず訣状 耳飾 の研究史を概観 したい。
4.映 状 耳飾 研 究 史
す で に述 べ た 国府 遺 跡 で 人骨 に伴 って 出土 した こ とで 有名 な殃 状 耳飾 は,研 究 史
上,当 初 は石 環 と呼 ばれ て い た(大 野1911)。 しか し,そ の後,柴 田常恵(1917)・
谷 川(大 場)磐 雄(1924)ら に よっ て訣 様 の石 製 品 と され た。C字 形 石製 品 とで も
す べ き とこ ろ をわ ざわ ざ中国 の 玉器 の訣 の字 をあ て た とこ ろか ら,す で に,中 国 の
影 響 を見 て いた わ け で あ るが,と くに論 拠 は示 され て い ない。 これ は国 府 遺跡 の映
状 耳飾 に 関す る議 論(喜 田貞 吉 ・内 藤湖 南 ら)で も,こ う した美 しい 装 身 具 が,日
本 列 島 の石 器 時 代 人 に 作れ る はず もな い とい う予 見 か らな され た もの ら しい(喜 田
1918・ 梅 原1971)。
た だ,こ の こ ろ も訣 状 耳飾 の所 属 時 期 が考 古 学 的 に よ くわ か って い な か った こ と
も あ り,鳥 居龍 蔵 は古 墳 時代 の銅 製 の耳 環 の先 駆,同 系 統 の もの と位 置 付 けて い た
研 究 者 もい た(鳥 居1923)。 これ は,さ す が に梅 原 末 治(1922),谷 川 磐 雄(1924),
藤i森栄 一(1930a・b,1935)ら の研 究 に よって 石器 時代,と くに縄 文 時代 前 期 の遺 物
で あ る こ とが わ か っ て きて,と くに弥 生 時 代 に こ うした耳飾 が見 られ な い こ とか ら
古 墳 時 代 以 降 の 耳環 とは直 接 つ な が らない もの で あ る とい う見解 が一般 化 した よ う
で あ る。
しか し,鳥 居 が 耳環 の風 習 を東 北 ア ジ ア起 源 と予 察 し,ロ シ アや 北 朝 鮮 に抉 状 耳
飾 の源 流 を求 めた こ とは,後 述 す る よ うに,年 代 論 と して は問題 が あ った が,具 体
的 に用 途 も含 め て大 陸 の 文物 と比 較 した 点 で興 味 深 い。
梅原 末 治 の集、成 後,樋 口清 之 の集 成 と編 年 が あ る(図3-1,2)(樋 口1932a・b)。 樋
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図3-1映 状耳飾部位呼称 図3-2琅 状耳飾型式分類
口の研究 は戦前の研 究の一到達である。樋 口は全 国の類例 を集成 しただ けでな く,
型式分類 も行 った。樋 口の分類 は現在 も基本的に有効 で,樋 口以前 には ,直 感的 に
古代 中国(漢 代)の 玉器 と類似す る とみて,日 本 の石器時代(縄 文時代)が 漢代あ
た りとい う今か ら見れ ばかな り大 まかな議論 であったが,樋 口は,全 国に さま ざま
なバ リエーシ ョンがあることを とらえ,そ のバ リエーシ ョンが年代差 であることを
予見 し,さ らに地域的な特色 もすで に見出 してい る。 ただ,お しむ らくは,樋 口の
研 究は当時発達 しつっあった層位 的事例 に基づ く縄 文土器型式編年 とどのよ うに対
応 するか明確 ではな く,お もに型 式学的変遷か ら映状 耳飾 の編年 を構築 したため,
今 か らみれ ば樋 口が新 しい とした ものが古 く,古 い ものが新 しい とい う逆の変遷 を
示 している。
しか し,樋 口は映状 耳飾が縄文 時代 の遺物で,古 墳時代以降の耳環 とは関係 がな
いこ とを改 めて確認 した。樋 口の研究 のあと,訣 状耳飾 は 日本列 島の 中で 自生 した
もの とい う認識 が広 まる結果 となったよ うである。但 し,樋 口は 「玉」(硬 玉 ・ヒス
イ)の 素材 自体は ビルマか ら来た と想定 してお り(樋 口1937),軟 玉で作 られた映
状耳飾 もす べて 日本列島 自生 と考 えていたかはわか らない。(硬 玉同様 ,軟 玉 も 日本
列島で産す るか どうか よくわかっていなかった。)
戦後 は,遺 跡 での遺構 に伴 う層位的発掘 の成果が反映 され るよ うにな り,樋 口の
編年 に疑 問がまず唱え られ たほか,さ らに縄文時代の実年代 をめ ぐる論争に映状耳
飾 が登場す るこ ととなる。
お もに大 陸 との文物 との比較 によって縄 文時代 の年代 を構 築 してい た山内清男
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は,訣 状 耳飾 も大陸文化 と関係 がある遺物 として重視 し,縄 文時代前期 と中国江南
の青蓮崗文化 の映状耳飾 を対比 し,日 本列 島の訣状耳飾 が大陸起源 である とした(山
内1969)。 一方,縄 文時代 の年代 を放射性炭素14の 半減期 を利用 した理化学的年代
測定法 に基 づいて構築 していた芹沢長介は,青 蓮崗文化 は炭素14年 代でお よそ(紀
元)前2,000年(B.P.4,000年)く らいであるのに対 し,縄 文時代前期初頭 は(紀 元)
前3,000年(B.P.5,000年)く らいであるか ら,理 化学的年代か ら見れ ば,日 本列島
の映状 耳飾が 中国大陸に伝 わって しま う結果 になるとし,ま た縄文時代早期 に骨角
製 の耳飾 があるので,日 本列 島で 自生 したものであ り,両 者 の相似は 「無 関係 の類
似」 とした(芹 沢1965)。 その後理化学的年代測定法に よる縄文時代の年代 が有力
とな り,西 日本 に訣状耳飾 が少 な く,東 日本におおい ことや他 の文化要素が伝 わっ
た形跡がないな どの反論が出 され(渡 辺1973),日 本列島 自生説 に有利 に展開す る
よ うにも見 えた。
しか し,藤 田富士夫は,従 来概念的 に示 される ことが あった映状耳飾の編 年を 「型
式率」 とい う映状耳飾 のス リッ トの長 さの長短 を基準 としたデー タで整備 し,青 蓮
崗文化 よ り古い河姆渡文化(B.P.8,000年)に 玉訣 が伴 うとし,芹 沢がい うよ うな炭
素14年 代測定法に基づいた年代観 でも,中 国 と日本列島で年代が逆転す るこ とはな
い とした(図4)(藤i田1978・1983)。
藤 田の説 に説得力が あったのが,従 来 は非常におおまか に中国の玉器 である 「抉」
と日本の映状 耳飾 を対比 していたのだが,日 本列 島の映状耳飾 の編年 を整備 し,そ
の最古段階にあ る指貫型や金環型(図5)が 河姆渡文化(河 姆渡遺跡)に 見 られ る
とし,さ らに 日本列 島で も中国江南 で もこ うした切 り目(ス リッ ト)が 狭い ものか
ら長 いもの に,断 面形 は分厚い タイプか ら扁平 なタイプ(い わゆる映型)へ 変化す
るとい う点 を指摘 した ことにある。
ただ,最 古段階の映状耳飾や抉状 耳飾製作遺跡 がいずれ も北陸にあ ることか ら,
北陸に河姆渡文化 の映状耳飾 が伝播 した としたが,そ の 中間の西 日本で藤 田のい う
最古段階の類例 がない ことや他 の文化要素が伝 わった形跡がないな どの渡辺誠の反
論 に対 してはまだ課題 を残 した(渡 辺1973)。
起源や伝播経 路の問題 については,後 述す るが,中 国東北地方 にも古い映状 耳飾
の類例が紹介 され(方1991,遼 寧省1994,中 山1994),中 国江南 と 日本列 島 との比
較 だけではすまない状況 も出て きた(中 山1992)。
東 アジア全体 に広が るとなる と,映 状耳飾 自体 は非常 に簡 単な形 を していて,機
能的要請(耳 に穴 をあけてぶ ら下 げる)か ら似 て くる可能性 も説得力 があるものに
な ってきて,大 陸起源説 と日本列 島 自生説 のいずれ も説得力はあるが,決 め手 に欠
いていた。
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図5河 姆渡遺跡出土玉石器
図4映 状耳飾(藤 田編年)
5.装 身具セ ッ ト
筆者 は映状耳飾が縄文 時代前期の装 身具 として有名 であ り,国 府 遺跡 の例で もわ
かるよ うに被葬者が身 につ けていた可能性が高いので,墓 の可能性 がある土坑か ら
出土 した映状耳飾を集成 した ところ,映 状耳飾 が出土 した土坑 と同 じ群の別土坑か
ら訣状耳飾 と似た石材 で作 られた垂飾(管 玉,斧 形 な ど)が 出土す るこ とがわかっ
た。映状耳飾 と他 の玉質装身具が同 じ遺跡で出土す る ことは珍 しくないが,遺 構 レ
ベルでみ る と同 じ土坑 で共伴す ることはほとん どない(竪 穴住居跡 な どでの共伴 は
別)こ とがわかった(川 崎1994)。
この ことか ら,個 人 レベルでは複数器種 を装着す るこ とはあま りない。 多 くの土
坑群の中で装身具 が見つか るのは1割 以下なので,限 られた人 しか装着 していなか
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った可能性 が高 く,性 差や職能 な どを表 している と考 えた。
一方で注 目すべ きは
,訣 状耳飾以外の垂飾 と想定 され る装身具の多 さである。 こ
れ らは映状耳飾 と同一 あるいは類似 した石材 で作 られている。 こ うした映状耳飾以
外 の装身具につ いて集成す る中で,た とえば長野市松原遺跡(図6)と 八丈島倉輪
遺跡(図7)の 装身具が映状耳飾の形状だけでな く,遺 跡 で共伴 した斧形垂飾(箆
状垂飾),「 の」字状石製品な どの装身具が共通す る石材(蛇 紋岩)で 作 られ,形 態
的特徴 も酷似 していた。
松原遺 跡 と倉輪 遺跡 が縄文 時代 前期末 か ら中期初頭 とい う共 通 した時期 の遺物
を含 んでいた とい うこ とであ るが,松 原遺跡 で も倉輪遺跡 でも未製品が全 くなく,
蛇紋岩の産地が近隣にあるわけでもない ことか ら,第 三の場所(具 体的には玉質の
石材 は広域変成帯で産 出す るので,そ の付近でかつ未製品が多量 に出土 した遺跡が
あ る北陸が想定 され る)で 製作 された ものが流通 している可能性 が高 く,と くに「の」
字状石製 品を調べた ところ,広 く汎 日本列島全体に比較的形態的特徴が共通す るも
のが分布す ることが明 らかにな り,映 状耳飾だ けでなく,当 時同様 な石材で作 られ
ていた玉製品の装身 具は,セ ッ トで流通 していたのではないか と推測 した。 玉製品
の装身具 をセ ッ トとして把握 してみ る と,映 状耳飾 同様 に他 の器種 も変遷すること
がわかってきた(図8-1,2)(川 崎1996)。
現在広 域 に分布す るセ ッ トと しては,大 まか に3段 階 ぐ らいが想 定 され ている。
①桑野型(映 状耳飾 ・管 玉 ・箆状垂飾)(図9),② 根古谷台型(映 状耳飾 ・管 玉 ・
垂飾)(図10),③ 倉輪 ・松原型(訣 状耳飾 ・箆状垂飾 ・「の」字状石製品な ど)(図
6・7)で ある。他 にも地域的 なセ ッ トの存在 も想定 され,興 味深 いが今の ところ汎
列島的に分布す るものは この3段 階でおお よそ説明できる。
図6松 原遺跡出土 玉製品 図7倉 輪遺跡出土玉製 品






6.映 状 耳 飾 な ど玉製 品 の 起 源
と く に起 源 の 問題 で注 目す べ きは,縄 文 時 代 早期 末 に位 置 づ け られ る桑 野 型 で あ
る(川 崎1997)。 これ とほ ぼ 同 じセ ッ トが 中国東 北部(図11・12)と ロシ ア沿 海 州(図
13)で 見 つ か って い る。 今 まで は映 状 耳飾 単 体 で の比 較 で あ った か ら,前 述 した よ
うに機 能 的 要 請 に よる 「他 人 の 空似 」 の可 能性 を完全 に は排 除 で き な か った が,セ
ッ ト関係 で の 形 態 の類 似 は,文 化 的 に 関係 が あ る 可 能性 が 高 ま っ た(川 崎1998・
1999.2002.2003a)o
と くに年 代 を比 較す る とこ う した 玉製 品 を有 す る中 国東 北 部 の 興 隆 窪 文化(興 隆
窪,査 海 遺 跡 な ど)はB.P.約8,000年 前 後 とい う年 代 が与 え られ て お り,日 本 の縄
文 時 代 早 期 末(B.P.7,000年)よ り古 い。 また 中間 地域 の ロ シ ア沿 海 州 で も早 期 新 石
器 時 代 の ル ドニ ン文化(Py八HHHcK朋1〈YPNTYPa)の チ ョル タ ヴ ィ ・ヴァ ロ タ(qepToBH
BopoTa)洞 穴 な どで発 見 され て い る(AxApeeBa編1991,川 崎2004b)。 筆 者 は,最
古 の段 階 の 映 状 耳 飾 や箆 状 垂 飾 が 査海 遺跡 な どの興 隆 窪 文化 を 中心 に 日本列 島 に波
及 した と考 えた(図14-1,2)(川 崎2002)。
鄲 聰 も,炭 素14年 代 な どを根 拠 に 興 隆窪 文 化 の 映飾(映 状 耳飾)を は じめ とす
る管 状 珠(管 玉),匕 形器(箆 状 垂 飾)と い っ た 玉器(玉 製 品)が 東 ア ジア で最 古 で,
これ らが東 ア ジア 全 体 に広 が っ た とす る(図15)(鄰2000)。
鄲 は形 態 的類 似 や 筆者 の 主張 す るセ ッ ト関係 だ けで な く,製 作 技 法 に つ い て着 目
し,中 国 大 陸 全 般 や 日本 列 島 の 一 部 で も擦 切 技 法 以 外 に 糸切 技 法 が用 い られ て い
図ll査 海遺 跡出土玉製品 図12錫 本包楞遺跡 出土玉製品
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図13チ ョル タ ヴ ィ ・ヴ ァ ロ タ
洞 穴 出 土 玉 製 品
図14-1古 式i映 状 耳 飾 分 布 図14-2箆 状 垂 飾 な ど の 分 布
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図15ア ジアの玉製 品の広が り
るこ とを明 らかに し(図16-1,2,3,4,5)(鄰 ほか2005a・b,鄲2007),こ れ らが,興 隆
窪や河姆渡文化 に見 られ ることか ら,中 国東北部 と江南地方の玉器が 関連す るもの
であることを明 らか に した。 また鄲 は中国での玉器 の起源 を江南 の河姆渡文化 とす
る見解 に対 しても,興 隆窪文化 の方 が古いだ けでな く,セ ッ トの器種が多い ことを
指摘 し,河 姆渡文化へ伝わ る段階 で一部が欠落 したものとし,中 国東北地方 の文化
が波及 した もの と推測 している(鄰2004)。 筆者 も郵 の意見に賛成で ある。 土肥孝
は(土 肥 は大陸起源説で はないが),初 期の玉製 品はいずれ も骨角製品 に形態 が類似
し,骨 角製 品の装身具 を起源 とす る可能性 を指摘す る(土 肥1997)。 土肥の指摘 に
は同感 で,桑 野型の玉製品に見 られ る列点状の刺突や断面形 が湾 曲 した箆状垂飾,
根古谷台遺跡 な どの管玉の形態 な どは,骨 角製 品にみ られ る特徴や骨の形態 を模 し
た もの とみ ることがで きよ う(川 崎1998・1999)。 仮 に骨角製装身具に玉製装身具
の起源 があ るとす る と,後 期 旧石器時代か ら早期新石器時代 にかけて骨 角製 品が見
られ るのは中国華北以北の地域 である(松 藤i1994)。 中国東北部装身具をは じめ と
す る玉製 品が出現 した とす る見解 の傍証 にな ろ う。
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図16-4河 姆 渡 遺 跡 出 土 玉i映




東 アジア とい う大 きな範 囲の 中でのお もに装身具 を中心 とした玉製品 は,年 代,
型式学的変遷,セ ッ トな どか ら概観 したよ うに中国東北地 区にある可能性が高い と
筆者 は考 える。 しか し,日 本列島に 中国東北地区か ら仮 に沿海州 を経 由 した として
も,縄 文時代早期末 には直接 日本海 を横断で きるよ うな渡海手段があった とは想 定
しに くい。
日本列 島へ の伝播 とい う問題 を考 えた時に,海 を渡 った として も,朝 鮮半島経由
か北海道経 由のルー トをまず検討 すべ きであろ う。
さらに,現 在,従 来類例が ほとん ど知 られていなかった朝鮮半島南部で も東三洞
貝塚,沙 村里遺跡,文 岩里遺跡 な どで映状耳飾が知 られ てい るだけでなく,お そ ら
く早期新石器 時代 と思 われ る箆状垂飾や管玉が厚浦里遺跡で 出土 してい る。 いずれ
も朝鮮半 島東海岸 であるので,ル ー トを考 える上で参考 になる。 日本列島内での状
況 として は,以 前は類例 が少なかった九州や 中四国で も古い形態の映状耳飾 が出土
してい るこ とも朝鮮 半島経 由であ る可能性 は捨てきれ ない(川 崎2006)。 ただ,残
念 なこ とに朝鮮半島の類例は 日本 や 中国の玉製品の変遷 と比較す ると比較的新 しい
段 階のものが多 く,と くに確 実な興隆窪文化やル ドニン文化で も見 られ る桑 野型装
身具セ ッ トは確認 され ていない。 訣状耳飾の形態だけでい うと比較的新 しい段 階の
もので ある。
一方
,北 海道 を経 由す るルー トであ るが,土 器 に共伴 した最古の抉状耳飾 は北海
道浦幌町共栄B遺 跡(早 期後葉)か ら出土 してい る。共栄B遺 跡 も含まれ る北海道
東部で は縄文時代早期 に東北アジアに広 く分布す る石刃鏃文化 が広が ってい る。 ま
た,中 国東北部だけでなく,ロ シア沿海州のル ドニン文化 には石刃鏃が伴 うことが
知 られてお り,東 北 アジアの石 刃鏃 文化 には玉製 品が一定量伴 うようであ る。映状
耳飾 な どの玉製 品が北海道経 由で伝 わった可能性 も考 えな くて はな らない(麻 柄
1998)o
今 の ところ量的にセ ッ ト関係 が明 らかで,か っ周辺 に未製品を大量 に出土 した遺
跡(い わ ゆる製作遺跡)は,北 陸地方(石 川県三引遺跡,富 山県極楽寺遺跡 な ど)
に限 られてい る。中央高地(長 野県)に 製作遺跡 が見 られ るよ うになるのは,映 状
耳飾 の形態 か ら考える と前期 中葉 以降 とい うことであ り,地 域 的変異が著 しい器種
やセ ッ トは前期後葉 か らとい うことを考 えると,い ずれ にせ よ,極 めて早い段 階に
北陸 に玉 を含む玉質石製装身具製 作技術 が列島外 か ら伝 わ り,こ こか らの製 品が列
島内に広 がった もの と筆者は考 える。
筆者 は今 の ところ北海道や西 日本を経 由 した としても,基 本 的には北陸以外 の地
域で は玉製 品製作技術 を安定 して,受 け入れ ることはなか った もの と考 える。
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ま とめ 玉製 品出現の意 味
玉製品の出現 によって,見 えてきた ことを簡単 にま とめたい。
① 副葬品 とそのバ リエー シ ョンの出現
大阪府 国府遺跡(図17)や 神奈川県上浜 田遺跡(図18-1,2)の 例でわかるよ うに,
訣状耳飾 は,墓 に装着 した状況 に近い形 で副葬 された ことが推測 され る。 さらに玉
製 品や これ と同形態の石製 品が 出土 した土坑 を検証 した ところ,墓 域の中で特定の
墓穴か らしか出土 しない(栃 木 県根古谷台遺跡 ・図19-1,2),複 数 の器種が共伴す る
ことはほ とん どない(表1),な どの特徴 が見 られた。 こ うした現象は縄文時代早期
末以前には見 られない ことで あ り,と くに前者は,集 団の中で区別 され る人が存在
した ことが推測 され,ま た後者 は性や職能差で あるのかも しれない。
② 海の利用の活発化
貝塚 が全 国的に出現 し,丸 木舟 も各 地で出土す るよ うになることか ら,従 来か ら
縄 文時代前期 にな ると海 の利用が活発化す ることが推測 されてはいた。 さらに,玉
図17国 府遺跡映状耳飾出土状況
図18-1上 浜 田 遺 跡 土 坑SK4i映 状 耳 飾 出 土 状 況 図18-2上 浜 田 遺 跡 出 土 映 状 耳 飾
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製 品は,内 陸部だ けではな く,八 丈島や隠岐 などの島嶼 にも分布 している。 もちろ
ん 旧石器時代か ら黒曜石 が,隠 岐,姫 島や神津 島な どといった島嶼か らもた らされ
た ことはよ く知 られてい るが,こ れが汎 日本列 島的に広 まってい るわけではない。
早期 に玉製品ではないが,異 形部分石器(ト ロ トロ石器)と い う石器 がある。一
見石鏃 に似てい るが,先 端 は丸 く加 工 され,石 鏃 と しての用途 はな さない。石材 も
色や斑の入 り方 にまで特徴 が共通す るチャ「 トや メノウ(玉 髄)を 利 用 し,こ の時
期石器 に広 く用い られ る黒曜石や頁岩,ガ ラス質安 山岩 はまった く用い られ ない。
図19-1根 古谷台遺跡遺構配置 図
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図19-2根 古 谷 台 遺 跡 墓 穴 群(ト ー ン は玉 出 土 土坑)
チ ャー トや メノウも剥片石器 に用 い られ るよ うな場合,異 形部分磨製石器 の よ うな
色や斑の入 り方な どとい った表 面的な特徴はかな らず しもある訳 ではない。 大 きさ
は10セ ンチ程度 のものか ら2セ ンチ弱の ものがある。こ うした特徴は,異 形部 分磨
製石器が利 器ではな く,装 身具あ るいは小林達雄 のい う 「第2の 道具」 に相当する
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表1 縄文時代早期末～中期初飾玉出土遺跡一覧表(そ の1～3)
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もの だ と考 え られ る(川 崎2003a・2007c)。
この異 形 部 分磨 製 石 器 は,押 型 文 土器 の分 布 域 を中 心 に,九 州 か ら長 野 県 あた り
ま で広 く分 布 す る。 縄 文 時 代 前期 以 前 で は,広 域 に分 布 す る石器 で あ り,玉 製 品 同
様 に利 器 で は な く,玉 製 品 と違 って 製 作 遺 跡 が 未発 見 で あ るが,チ ャ ー トとい う玉
(透 緑 閃 石岩,蛇 紋 岩,滑 石 な ど)同 様 に広 域 変成 帯 で産 出す る石 材 を利 用 す るな
ど とい う共 通 点 が あ り,玉 製 品 と対 比 す る に は適 当 な資 料 で あ る と考 え られ る。 こ
の異 形 部 分 磨製 石 器 は,玉 製 品 とこ とな って 主 に 中央 構 造線 沿 い の 山 間部 に多 く ,
平 野 部 に も存在 す るが 少 な く,島 嶼 で の 出 土 は ほ とん ど知 られ て い な い(図20-1,2)
(川 崎2007a・b・c)。
これ は,異 形 部 分 磨 製 石器 の用 途 が,玉 製 品 の よ うな装 身 具 で は な く,信 仰 や 祭
祀 にか か わ る石 器 で あ る こ とに よ るの か も しれ な い が,縄 文 時代 前 期 以 前 に は,島
嶼 との往 来 は あ って も,物 資 が全 国 的 に海 を利 用 して 移 動す る こ とは少 な か っ た こ
と を示 して い よ う。
図20-1異 形 部 分 磨 製 石 器
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図20-2i映 状耳飾 など玉製品 と異形部分磨製石器 の分布の比較
③ 内的な発展か外的な要因か
す でに触れた よ うに国府遺跡 な どの調査で 日本列 島では,映 状耳飾 が 「耳飾」 と
して用 い られていた ことが推測 されているが,こ れ は中国で も同 じ用途で あること
が,興 隆窪遺跡な どの調査で判明 している。個々の器種 の型式学的な類似,組 み合
わせ(セ ッ ト)の 共通性だけでな く,用 途 も類似 してい ることか ら,彼 我の 関係 が,
無関係 の類似 ではない と考 え られ よ う。
文化 的な影響 とい うのは,人 的往来な くしては生 じないものではあるが,こ れが
日本列 島の縄文文化 にどの ような形や規模 で,ど の程度影響 を与 えたのかは,よ く
わか らない。
玉製 品の出現 とほぼ同時に墓 に副葬 品が見 られ るよ うになる。縄文時代 早期 にも
墓 と思われ る土坑 はあるが,明 らかに副葬品 とわか るよ うなものは極めて少 ない。
さ らに定住的な集落遺跡が発達 し,墓 域が明確 に形成 され るようになるな ど,玉 製
品の出現 は,ち ょうど縄文文化 の中での一大画期 にあた っている。
仮 に玉製品やその文化の影響 を非常 に大 きくとらえれ ば,縄 文時代早期 末以降の
文化要素が大陸文化起源で ある可能性 もあろ う。
しか し,逆 に 日本列 島の内的な発展段 階が,ち ょ うど玉製品や その文化が入って
きた時期 に一致 していたた めに,玉 製 品がはいってきて変化 した ように見 えるだけ
かも しれ ない。
いず れ が正 しいかはわか らないが,も し玉製品につ いて文化的な影響が あった と
すれ ば,こ れ は人的往来 な しには成 り立たない ことが,見 込まれ る。それ は単 に珍
しい ものが渡来 して,広 まった とい うことではないだろ う。 なぜな ら形態やセ ッ ト
の類似 に とどま らず,用 途,石 材 の選択,製 作技術な どの分野 においても大陸文化
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との共通性が見 られ るか らで ある。
経路 の問題で も触れ たが,日 本列 島の玉製 品の出現期(早 期末)で は,大 量出土
お よび未製 品出土遺跡 がいずれ も北 陸に集 中 してお り,朝 鮮半 島 ・西 日本 あるいは
北海道 ・東 日本 といった地域に北陸の よ うな遺跡がない。 日本海 を直接渡 るよ うな
ことが想定で きない とすれば,当 初,北 陸以外 の地域 では玉製品生産 自体は,在 地
の集 団に広 く受 け入れ られ ることがなかった。玉製 品 自体 は出現期に列島全体に広
まってい るが,す でに述べた ように早期末以前 の列島に広域 にひ ろがる遺物の分布
とは様相が異な る。 このことと,丸 木舟 が遺跡か ら出土す るのは,主 に縄文時代前
期以降で あることを考 えると,玉 製 品の文化 を担った人 々が海 を移動す ることを得
意 としていたのではないか(川 崎2007c)。
人 間集 団 の移住移 動 とい った問題 を こ うした断片 的な考古資料 で語 る ことは非
常に難 しい ことであるが,縄 文文化 とい うと日本列 島内の内的な発展段階に よって
生 じた と考 えていた文化要素を,外 的な要素 に起因す る と考 えてみる必要があるこ
とを指摘 しておきたい。
注
(1)簡単にい うと美 しい もの。鉱物 として の透 閃石 と透緑 閃石の違いは含まれ る鉄分(Fe)の
違いだけで,か つては両者 を総称 して陽起石 な どと呼んだ時代 もあったよ うだが,陽 起石
とい う言葉 が,漢 方薬 などの本草学的概念 か ら来た用語い うこともあって現在 は岩石学の
用語 としては用い られない。
(2)実際には王(玉)偏 の漢字 として瑪瑙(メ ノ ウ),琉 璃(ル リ),珊 瑚(サ ンゴ),玻 璃(バ
リ)な どとさまざまなもの(岩 石 ・鉱物以外 のものす らある)が 玉に含 まれ るこ とが ある。
(3)英語 な どの欧米語で も似た よ うな状況 が あ り,玉 はjadeで あるが一方 ヒスイ輝石岩 は
jadite,透(緑)閃 石岩 はnephriteと 呼ぶ。古代中国では玉(こ の場合 はネフライ トで ある
が)を 翡 翠 と呼ぶ ことがあった よ うなので,こ うした混同がお きた もの と思われ る。
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